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はじめに

国土交通省国土技術研究会は，社会資本整備に

おける中長期的または緊急的に取り組むべき技術

的な課題に対する本省，地方整備局，地方航空

局，試験研究機関等の調査・研究の成果や現場で

の取り組み，新技術の活用等について発表が行わ

れるものです。

本研究会は発表を通じて，お互いの取り組みに

対する理解を深め，技術の広範な交流を行うこと

により，社会資本整備に関する技術の研鑽につな

げることを目的として，建設省時代の１９７４年に始

まり，今年で５９回目の開催となっています。

発表者は，国土交通省，独立行政法人，地方公

共団体，公団等の技術者であり，聴講者は，学

会，民間を含めた広く一般の方も対象となってい

ます。

平成１７年度国土交通省技術研究
会の概要

平成１７年度の国土交通省技術研究会は１０月２５日

（火）と１０月２６日（水）の２日間にわたって開催

され，約１，２００名の参加がありました（写真―

１）。

発表課題は，指定課題および自由課題３部門

（一般部門，アカウンタビリティ部門，新技術活

用部門）で，計１２０課題の発表が行われました。

指定課題は，国土交通省が所管する住宅・社会

資本整備に関する技術の重要な課題について２～

３カ年にわたって実施される本省が指定する研究

課題です。本省，試験研究機関が中心となって行

うものであり，パネルディスカッション形式で１３

課題が発表されました。

自由課題は，住宅・社会資本の整備に当たり，

全国的に発表する価値のある調査・研究として

「一般部門」「アカウンタビリティ部門」「新技術
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活用部門」の３部門について行われる地方整備

局，北海道開発局，地方航空局，地方公共団体等

の技術者による個人発表です。各地方支分部局で

実施された技術研究発表会から選出された７９課題

が発表されました（写真―２）。

ポスターセッションは，ポスターの他，パソコ

ンを使用した紹介や実物・模型等で発表したほう

がより効果的な研究課題となっています。自由課

題同様，各地方支分部局での技術研究発表会から

選出された２８課題が発表されました（写真―３）。

なお，今年度は，自由課題の一般部門について

聴講者が分かりやすいように「防災・安全」「基

盤再生・革新」「環境」の三つの発表テーマごと

に会場を分けました。

また，一般部門，新技術活用部門においては，

初めての試みとして，個人発表終了後，発表者と

本省，研究機関等の担当者で各テーマ・部門ごと

に意見交換を行い，２日目に，本省，研究機関の

担当者と発表代表者による各テーマ・部門ごとに

パネルディスカッションを実施し，それぞれの研

究課題の内容や今後の活用を含めた展開等につい

て深い議論と幅広い情報の共有が行われました

（写真―４）。

アカウンタビリティ部門については，発表資料

等を一切使用せずに口頭のみで発表・質疑応答を

行ったのちに，各個人発表後審査委員を含めたグ

ループディスカッションを実施し，相手に分かり

やすく伝えることの難しさと重要性についての認

識が深められました。

〈個別プログラム〉

第１日目一般部門（資料!），新技術活用部門

（資料"），ポスターセッション（資料#）

第２日目アカウンタビリティ部門（資料$），

指定課題（資料%）

〈平成１７年度国土交通省技術研究会の概要〉

主 催 国土交通省
開催日時 平成１７年１０月２５日（火），１０月２６日（水）
開催場所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町２―４―１）
特別講演 （株）キャンディッド・コミュニケーションズ

代表取締役会長 残間 里江子
発表課題数 指定課題：１３課題

自由課題：一般部門 ４０課題
アカウンタビリティ部門 １１課題
新技術活用部門 ２８課題

ポスターセッション： ２８課題
参加者 約１，２００名（国土交通省，地方公共団体，民間会社等）

【第２日目】平成１７年１０月２６日（水）
時間 内容

９：３０～１５：２０ 指定課題
パネルディスカッション（アカウンタ
ビリティ部門，一般部門，新技術活用
部門）

１５：３０～１６：３０ 特別講演
１６：３０～１７：００ 閉会式

〈全体プログラム〉
【第１日目】平成１７年１０月２５日（火）

時間 内容
１０：００～１０：１０ 開会式
１０：３０～１６：００ 自由課題（一般部門，新技術活用部

門）
ポスターセッション

写真―３ ポスターセッション 写真―４ パネルディスカッション
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資料! 第１日目 平成１７年１０月２５日（火）自由課題（一般部門）
時間 防災・安全! 防災・安全"

１０：３０～１０：５５ 中越地震発生後の土砂災害危険箇所緊急点検について 高潮・高波浪防災検討について

北陸地方整備局 湯沢砂防事務所 流域対策課 中国地方整備局 広島港湾空港技術調査事務所 調査課

鷲尾 洋一 萩元 幸将

１０：５５～１１：２０ 地震による斜面崩壊発生危険度評価手法の提案 台風０４１６号における高潮発生メカニズムの検討

国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター砂防研究室 四国地方整備局 高松港湾空港技術調査事務所

内田 太郎 下元 幸夫

１１：３０～１１：５５ 二次的な土砂災害発生予測手法について～簡易な融雪量予測に向けて～ 沈埋トンネル鋼殻構造の耐火性能確認試験

土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム 近畿地方整備局 神戸港湾空港技術調査事務所 技術開発課

秋山 一弥 藤本 成児

１３：００～１３：２５ ７．１３水害を踏まえた防災情報の課題と新潟県の対応 津波防災対策検討について

新潟県 土木部 河川管理課 四国地方整備局 那賀川河川事務所 調査課

棚橋 元 手束 圭佑

１３：２５～１３：５０ 豪雨インパクトを受けた河川流域における土砂・流木動態について 小鳥トンネルのシークエンスデザインについて

北海道開発土木研究所 環境水工部 環境研究室 中部地方整備局 高山国道事務所 調査課

村上 泰啓 畝本 勝弘

１４：００～１４：２５ 異常降雪時における連携強化の取り組みについて 国営みちのく公園における「ふわふわドーム（空気膜構造遊具）」の安全対策

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 道路管理第一課 東北地方整備局 国営みちのく杜の湖畔公園事務所工務課

青池 仁 佐藤 正一

１４：２５～１４：５０ 災害時における地理情報の提供に関する技術開発 地域安全マップにみる住宅地における犯罪不安箇所の空間特性

国土地理院 企画部 企画調整課 建築研究所 住宅・都市研究グループ

冨田 光治 樋野 公宏

時間 基盤再生・革新! 基盤再生・革新"

１０：３０～１０：５５ PC橋梁における塩害対策～小余綾高架橋における電気化学的脱塩工法の適用～ 融雪装置を導入した空港アスファルト舗装の耐荷性能

関東地方整備局 横浜国道事務所 小田原出張所 国土技術政策総合研究所 空港研究部 空港施設研究室

末吉 史郎 江崎 徹

１０：５５～１１：２０ 吊橋ケーブルバンドすべり安全性の検討 中部国際空港における舗装管理について
〈舗装管理システム（CAPMS）の開発と舗装管理の着目点について〉

本州四国連絡高速道路株式会社 長大橋技術センター 耐風・構造グループ 中部国際空港（株） 空港施設部 施設計画グループ

森山 彰 猪岡 英夫

１１：３０～１１：５５ JH関西支社管内のコンクリート品質管理の取組み状況について 地域と一体となった川づくり
～都市再生に配慮した治水事業（長良川プロムナード）について～

西日本高速道路株式会社 関西支社 大阪技術事務所 技術指導第一課 中部地方整備局 木曽川上流河川事務所 長良川第一出張所

小谷 健太 平野 浩二

１３：００～１３：２５ トンネル工事における近接交差部の計画・施工について 大橋川改修における河道計画案の検討について

北海道開発局 室蘭開発建設部 有珠復旧事務所 復旧工事課 中国地方整備局 出雲河川事務所 調査設計課

高橋 渉 河村 昭

１３：２５～１３：５０ 既設トンネルの補強技術の開発 まちを元気にする日田の川づくり

土木研究所 基礎道路技術研究グループ トンネルチーム 九州地方整備局 筑後川河川事務所 日田出張所

石村 利明 上水樽 昌幸

１４：００～１４：２５ 道路保全における新たなマネジメント手法の導入について 公共交通乗り継ぎ情報提供システム「スマートモビリティ高知」について

東日本高速道路株式会社 管理事業部 事業統括チーム 四国地方整備局 土佐国道事務所 調査第一課

鎌田 文幸 榎本 充孝

１４：２５～１４：５０ 釜石港湾口防波堤（南堤）狭窄部における大型ケーソン据付
～据付方法の省スペース化について～

新たな道路の情報提供施策「とるぱ」

東北地方整備局 釜石港湾事務所 企画調整課 九州地方整備局 道路部 道路計画第二課

櫻庭 敏 草野 裕一

時間 環境! 環境"
１０：３０～１０：５５ 川治ダムにおける濁水長期化軽減対策について 仁摩温泉津道路の環境管理

関東地方整備局 鬼怒川ダム統合管理事務所 管理課 中国地方整備局 松江国道事務所 工務課

高橋 剛 飯田 博英

１０：５５～１１：２０ 漢那ダム下流河口閉塞が起因する河川生態系への影響と対策 伊勢湾環境創造基本構想について～伊勢湾再生プロジェクト実現に向けて～

内閣府沖縄総合事務局 北部ダム統合管理事務所 漢那ダム管理支所 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・海岸課

内間 安治 河合 尚男

１１：３０～１１：５５ ２００４年河川土砂還元を組み合わせた真名川ダム弾力的管理試験「フラッシュ放
流」

コンクリート塊及びトンネル掘削岩を活用した島防波堤背後小段の形成について
―事業間連携による建設リサイクル実施に向けた試験・調査報告―

近畿地方整備局 九頭竜川ダム統合管理事務所 管理課 北海道開発局 留萌開発建設部 企画課

坂本 博文 松野 健

１３：００～１３：２５ 釧路湿原における土砂流入抑制の目標について ISO１４００１ 公共事業に係わる行政事務

北海道開発局 釧路開発建設部 治水課 関東地方整備局 千葉港湾事務所 海洋環境課

大束 淳一 齊藤 かおる

１３：２５～１３：５０ 二級河川新井田川の浚渫土砂リサイクルについて
～循環型社会の創造へ向けた取り組み～

メソコスム実験水槽を用いたアマモの生育限界光量についての検討

山形県 庄内総合支庁 建設部 河川砂防課 港湾空港技術研究所 海洋・水工部 沿岸環境領域

伊藤 正司 細川 真也

１４：００～１４：２５ 武雄河川事務所版環境 ISOについて 限りある資源を大切に～省エネ法に対する取り組み～

九州地方整備局 武雄河川事務所 経理課 内閣府 沖縄総合事務局 国営沖縄記念公園事務所 工務課

廣瀬 研 知花 司
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資料! 第１日目 平成１７年１０月２５日（火）自由課題（新技術活用部門）

時間
新技術!
環境・安全

新技術"
基盤再生・革新

新技術#
コスト縮減

１０：３０～１０：５０ CSG工法におけるコンクリート廃材の活用と

海岸樋門への応用について

複合構造函渠工について

―新技術の活用―

斜張橋 主桁のコスト縮減策に関する検討につ

いて

中部地方整備局

静岡河川事務所 海岸課

北海道開発局 帯広開発建設部

帯広道路事務所 第３工事課

近畿地方整備局

阪神国道事務所 調査課

岩本 年正 古城 学 森谷 信也

１０：５０～１１：１０ 河岸形成の有無を判別する簡易プログラムにつ

いて―東海４県の中小河川より―

超軟弱土砂とのたたかい

～浚渫土砂の管中混合固化処理～

下田立体橋上部工事における交差点桁架設工法

の変更について

中部地方整備局

中部技術事務所 環境共生課

北陸地方整備局

金沢港湾空港整備事務所

北陸地方整備局

富山河川国道事務所 工務第二課

新田 良彦 渡辺 朋洋 根本 信二

１１：２０～１１：４０ 自然エネルギーを活用した消融雪設備～一般国

道１３号主寝坂道路の消融雪設備計画について～

ECC合成鋼床版化による疲労耐久性向上手法

の提案

デザインビルドによる小坂高架橋工事発注につ

いて

東北地方整備局

山形河川国道事務所 機械課

北海道開発土木研究所

構造部 構造研究室

四国地方整備局

松山河川国道事務所 工務第二課

芳賀 千賀子 三田村 浩 吉本 和美

１１：４０～１２：００ 除雪幅員可変型歩道除雪車の開発 志津見大橋「複合トラス橋」の施工 長大トンネルにおける温度応力を考慮した舗装

検討

東北地方整備局

東北技術事務所 機械課

中国地方整備局

斐伊川・神戸川総合開発工事事務所

中国地方整備局

三次河川国道事務所

鈴木 勝人 坂田 寛司 岡! 裕之

１３：００～１３：２０ 低騒音舗装の機能維持装置検討 確率沖波算定システムの開発 移動式振動スクリーンによるコスト縮減とリサ

イクルの効果について

関東地方整備局

関東技術事務所 機械課

四国地方整備局

高松港湾空港技術調査事務所

近畿地方整備局

足羽川ダム工事事務所 工務課

村上 大幹 冨本 正 斎藤 哲也

１３：２０～１３：４０ 安全かつ迅速な落下物処理方法の開発 防錆剤を用いた港湾構造物の劣化調査 新型（べローズ式）選択取水設備の研究開発に

ついて

中部地方整備局

中部技術事務所 機械課

九州地方整備局

下関港湾空港技術調査事務所

内閣府 沖縄総合事務局

北部ダム事務所 調査設計第二課

古川 健作 高阪 雄一 城間 克巳

１３：４０～１４：００ 函渠，側溝等における清掃機械の開発 岡山市内立体高架橋工事における急速交差点立

体化工法

横川ダム本体建設工事で取り組む新技術とコス

ト縮減

四国地方整備局

四国技術事務所 機械課

中国地方整備局

岡山国道事務所

北陸地方整備局

横川ダム工事事務所 工務課

大岡 正憲 砂堀 松男 辻 隆宏

１４：１０～１４：３０ バリアフリーを一段推し進めた洗面台の開発に

ついて

アラミド繊維を活用した越波防止柵について 長井ダムにおける連続RCD施工について

～RCD工法の更なる高速化を目指して～

西日本高速道路株式会社 中国支社

広島技術事務所 施設技術課

北海道開発局 室蘭開発建設部

浦河道路事務所 工事課

東北地方整備局

長井ダム工事事務所

緒方 伸彦 岡田 和三 吉田 久

１４：３０～１４：５０ 未利用エネルギーを使用してのコ・ジェネレー

ションについて

自律移動支援プロジェクト実証実験環境整備に

ついて

現地発生土と短繊維を混入した気泡混合軽量盛

土による橋台背面対策工

日立・高萩広域下水道組合 近畿地方整備局

京都国道事務所 工事課

九州地方整備局

福岡国道事務所 有明海沿岸道路出張所

柴田 卓也・滝 充 中川 寧子 山口 正明

１４：５０～１５：１０ 有明海沿岸道路で採用している新しい軟弱地盤

対策工法の一例

九州地方整備局

福岡国道事務所 有明海沿岸道路出張所

徳重 俊博
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資料! 平成１７年度国土技術研究会 ポスターセッション一覧

No. 課題名 所属 氏名

１ 建物を対象とした強震観測ネットワークの管理と活用技術 建築研究所 国際地震工学センター 鹿嶋 俊英

２ 津波に対する防波堤の防護効果について 東北地方整備局 仙台港湾空港技術調査事務所 千葉 秀樹

３ 津波防災研究センターの研究内容紹介 港湾空港技術研究所 津波防災研究センター 富田 孝史

４ 北陸を災害から守れ！防災情報共有化システム 北陸地方整備局 北陸技術事務所 防災技術課 吉崎 皇淑

５ HFレーダーに基づく沿岸海況モニタリングシステム 国土技術政策総合研究所 沿岸海洋研究部

海洋環境研究室

日向 博文

６ 道路のり面を効率的，安全に防災点検する手法の検討 中部地方整備局 中部技術事務所 調査試験課 成瀬 佳明

７ 自動車火災を受ける構造部材の耐火設計手法 建築研究所 防火研究グループ 増田 秀昭

８ 国道４６号における冬期道路サービス向上の取り組み 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

道路管理課

渡辺 央

９ PFI 手法による都市再生プロジェクト～九段第３合同庁舎

・千代田区役所本庁舎整備等事業について～

関東地方整備局 営繕部 計画課 木村 悠太

１０ コスト縮減とクリーンエネルギー活用を目指した技術開発

への取り組み（羽地ダム）

内閣府 沖縄総合事務局 北部ダム事務所

調査設計第一課

安藤 雅俊

１１ 近畿における ITS取り組み事例の紹介 近畿地方整備局 道路部 交通対策課 鎌田 洋一

１２ 伏木富山港（新湊地区）臨港道路東西線の設計技術につい

て

北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所

技術開発課

和泉田 隆雄

１３ 泥炭地盤における真空圧密工法の設計法およびポンプ運転

管理法

北海道開発土木研究所 構造部 土質基礎研究室 林 宏親

１４ 凍結防止剤散布の最適化に向けた検討 中日本高速道路株式会社

中央研究所 交通環境研究部 保全研究室

小野塚 和博

１５ 自然回帰型コンクリートの技術開発 東北地方整備局 東北技術事務所 調査試験課 川口 高雄

１６ 公共工事由来バイオマスの法面吹付材としての利用 土木研究所 材料地盤研究グループ

リサイクルチーム

落 修一

１７ 貯水池の堆砂・濁水シミュレーション技術 土木研究所 水工研究グループ 河川・ダム水理チーム 櫻井 寿之

１８ 円山川の自然再生の取り組み

コウノトリの野生復帰をめざして

近畿地方整備局 企画部 山岡 康伸

１９ 「道路路面雨水処理マニュアル（案）」～「特定都市河川浸

水被害対策法」への対応

土木研究所 基礎道路技術研究グループ

舗装チーム

鎌田 修

２０ 都市域氾濫解析モデルNILIMの開発 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター

水害研究室

山岸 陽介

２１ 歩道除雪車の操作性向上 北陸地方整備局 北陸技術事務所 機械課 橋本 隆志

２２ ドラグサクション浚渫 兼油回収船「清龍丸」 中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所 恩田 充

２３ 建設施工現場で今すぐできる地球温暖化対策～油圧ショベ

ルの「省エネモード」の活用とその有効性～

中部地方整備局 中部技術事務所 機械課 牧戸 由美

２４ 自律移動支援プロジェクト神戸実証実験 近畿地方整備局 企画部 広域計画課 堤 英彰

２５ 衛星写真を使った三次元立体映像（利根川水系流域情報

図）の紹介

関東地方整備局 関東技術事務所 環境技術課 黒田 順二

２６ 国土地理院のVLBI 観測の国際的貢献 国土地理院 測地部 宇宙測地課 藤咲 淳一

２７ ユニバーサルデザイン地図に配慮した地理情報の提供 国土地理院 地理情報部 地図画像課 今溝 孝男

２８ 地理情報標準プロファイル 国土地理院 企画部 地理情報システム推進室 大塚 孝治
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資料" 第２日目 平成１７年１０月２６日（水）指定課題

時間 発表会場① 発表会場② 発表会場③

１０：００～１１：００ 高速 IP ネットワークによる業務アプ
リケーションモデルに関する研究

的確な震後対応のための被災イメージ活用と
被災状況の迅速な把握技術の開発

地震リスク・マネジメント手法を活用
した耐震性能評価手法に関する研究

大臣官房 技術調査課 電気通信室
課長補佐 菅原 謙二

道路局 国道・防災課 道路防災対策室
課長補佐 塩井 直彦
国土技術政策総合研究所
危機管理技術研究センター 地震防災対策室
室長 日下部 毅明

官庁営繕部 整備課
課長補佐 末兼 徹也

１１：１０～１２：１０ 情報技術を活用した建設施工の効率化
に関する研究

漂砂系における流砂量モニタリングに関する
調査

官庁施設の保全の現況評価

総合政策局 建設施工企画課
課長補佐 山口 武志

河川局 砂防部 保全課海岸室
課長補佐 角湯 克典
国土技術政策総合研究所
河川研究部 海岸研究室 室長 福濱 方哉

官庁営繕部 計画課 保全指導室
課長補佐 岩野 多恵

１３：１０～１４：１０ 景観検討・評価のための計画デザイン
・システムに関する研究

①河道内樹木群の治水上の効果・影響に関す
る研究（１３：１０～１４：００）
河川局 治水課 補佐 石原 篤
国土技術政策総合研究所 河川研究部 河川
研究室室長 末次 忠司
②山地流域における土砂生産予測手法の研究
（１４：００～１４：４０）
河川局 砂防部 砂防計画課 課長補佐 渡
邊 茂
土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・
土石流チーム 上席研究員 栗原 淳一
③河川事業における環境影響分析手法の高度
化に関する研究（１４：４０～１５：２０）
河川局 河川環境課 課長補佐 藤巻 浩之
土木研究所 水循環研究グループ 河川生態
チーム 上席研究員 天野 邦彦

官庁施設における情報通信ネットワー
クの統合に向けた調査研究

国土技術政策総合研究所
「美しい国土の創造」ワーキンググル
ープ

官庁営繕部 設備・環境課
課長補佐 高久 信彦

１４：１０～１４：２０

１４：２０～１５：２０ 港湾施設のライフサイクルマネジメン
トに関する研究

官庁施設整備におけるフィードバック
手法を活用した業務改善に関する研究

港湾空港技術研究所
LCM研究センター
センター長 横田 弘

官庁営繕部 整備課 施設評価室
課長補佐 色川 寿喜

資料! 第２日目 平成１７年１０月２６日（水）パネルディスカッション
（自由課題（アカウンタビリティ部門，一般部門，新技術活用部門））

時間 アカウンタビリティ部門

９：３０～１０：１０ 個別発表!

地域の暮らしと深く関わる三陸の道づくり～三陸の道づく
り４０年を振り返って～

東北地方整備局 三陸国道事務所 調査課 松村 秀男

一般国道１１６号吉田町地区におけるPI の取り組み 北陸地方整備局 新潟国道事務所 調査課 熊野 哲也

河川レンジャーの取り組みについて 近畿地方整備局 淀川河川事務所 伏見出張所 猪狩 由佳

ワークショップを活用した宇和島道路高架下における有効
利用の検討について（中間報告）

四国地方整備局 大洲河川国道事務所 調査第二課 藤岡 大悟

南部国道事務所におけるコミニュケーション活動について 内閣府 沖縄総合事務局 南部国道事務所 調査第一課 伊佐 充

１０：１０～１０：３０ グループディスカッション!

１０：３０～１１：２０ 個別発表"

PI による元川町交差点改良の計画案づくりについて 北海道開発局 留萌開発建設部 留萌開発事務所 維持課 千葉 隆広

国営公園における利用促進につながる広報活動及び管理運
営

関東地方整備局 国営アルプスあづみの公園事務所 調査
設計課

丸山 徳彦

PI 方式による国道１号静清バイパス清水地区の道路計画
について

中部地方整備局 静岡国道事務所 調査課 小林 ミチル

出前講座を活用した総合学習支援についての一考察 中国地方整備局 浜田河川国道事務所 濱田 建史

～新たな時代へ～「筑後川流域１万人会議」 九州地方整備局 筑後川河川事務所 調査課 金縄 由希子

社会資本整備における合意形成手法の高度化に関する研究 国土技術政策総合研究所 総合技術政策研究センター
建設マネジメント技術研究室

山口 行一

１１：２０～１１：４０ グループディスカッション"

１３：００～１３：３０ 一般部門「防災・安全」

１３：３０～１４：００ 一般部門「基盤再生・革新」

１４：００～１４：３０ 一般部門「環境」

１４：３０～１５：１５ 新技術活用部門
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３

写真―５ 特別講演

４

写真―６ 閉会式

５

特別講演
「情熱が伝わる言葉で語ろう」

２日目の１０月２６日には，多くの方が聴講される

中，「情熱が伝わる言葉で語ろう」と題して，

（株）キャンディッド・コミュニケーションズ 代

表取締役会長 残間里江子氏による特別講演が行

われました。

その講演の中で，公共事業に求められるコミュ

ニケーションスキルについて，使い古された言葉

では，相手に伝わらなく，リアルな言葉で情熱を

もって伝えることが重要であり，笑顔とユーモア

が求められていること，行政においても，情熱が

伝わる言葉で相手に説明することで，相手に理解

してもらう段階から，共鳴，共感，そして賛同，

さらには応援へとつなげていくことが必要である

こと等の貴重なご示唆をいただきました（写真―

５）。

受賞課題一覧

自由課題については，一般部門の各テーマより

最優秀賞が１課題，優秀賞が４課題，アカウンタ

ビリティ部門については，最優秀賞１課題，優秀

賞が２課題，新技術活用部門については，最優秀

賞１課題，優秀賞６課題が選出されました。

受賞した各課題は技術面等で，今後の国土交通

行政の推進に資するものとして評価されたもので

あり，各受賞課題は以下のとおりとなっています

（資料!）。

おわりに

今年度，発表者の代表によるパネルディスカッ

ションなど，新たな取り組みを実施したことによ

り，従来以上に各研究課題におけるお互いの取り

組み内容についての理解と共有が深められまし

た。

今後，本研究会で得られた知見を各現場におい

て積極的に活用することにより，国民のくらしに

貢献できる社会資本整備についてより一層努力し

ていくことが重要だと考えています。

なお，国土技術研究会については，国土交通省

ホームページにおいても紹介しています。

http : //www.mlit.go.jp/chosahokoku/h17giken/

index.html
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資料! 平成１７年度国土交通省国土技術研究会表彰者一覧
一般部門 防災・安全

賞名 課題名 所属 発表者

最優秀賞 地域安全マップにみる住宅地における犯罪不安箇所の空間特性 建築研究所
住宅・都市研究グループ 樋野 公宏

優秀賞 災害時における地理情報の提供に関する技術開発 国土地理院
企画部 冨田 光治

優秀賞 異常降雪時における連携強化の取り組みについて 北陸地方整備局
金沢河川国道事務所 青池 仁

優秀賞 沈埋トンネル鋼殻構造の耐火性能確認試験 近畿地方整備局
神戸港湾空港技術調査事務所 藤本 成児

優秀賞 台風０４１６号における高潮発生メカニズムの検討 四国地方整備局
高松港湾空港技術調査事務所 下元 幸夫

一般部門 基盤再生・革新

賞名 課題名 所属 発表者

最優秀賞 中部国際空港における舗装管理について〈舗装管理システム（CAPMS）の開発と舗
装管理の着目点について〉

中部国際空港（株）
空港施設部 猪岡 英夫

優秀賞 道路保全における新たなマネジメント手法の導入について 東日本高速道路株式会社
管理事業部 鎌田 文幸

優秀賞 JH関西支社管内のコンクリート品質管理の取組み状況について 西日本高速道路株式会社
関西支社 大阪技術事務所 小谷 健太

優秀賞 まちを元気にする日田の川づくり 九州地方整備局
筑後川河川事務所 上水樽 昌幸

優秀賞 公共交通乗り継ぎ情報提供システム「スマートモビリティ高知」について 四国地方整備局
土佐国道事務所 榎本 充孝

一般部門 環境

賞名 課題名 所属 発表者

最優秀賞 川治ダムにおける濁水長期化軽減対策について 関東地方整備局
鬼怒川ダム統合管理事務所 高橋 剛

優秀賞 武雄河川事務所版環境 ISOについて 九州地方整備局
武雄河川事務所 廣瀬 研

優秀賞 ISO１４００１公共事業に係わる行政事務 関東地方整備局
千葉港湾事務所 齊藤 かおる

優秀賞 メソコスム実験水槽を用いたアマモの生育限界光量についての検討 港湾空港技術研究所
海洋・水工部 細川 真也

優秀賞 二級河川新井田川の浚渫土砂リサイクルについて～循環型社会の創造へ向けた取り組
み～

山形県
庄内総合支庁建設部 伊藤 正司

アカウンタビリティ部門

賞名 課題名 所属 発表者

最優秀賞 ～新たな時代へ～「筑後川流域１万人会議」 九州地方整備局
筑後川河川事務所 金縄 由希子

優秀賞 出前講座を活用した総合学習支援についての一考察 中国地方整備局
浜田河川国道事務所 濱田 建史

優秀賞 ワークショップを活用した宇和島道路高架下における有効利用の検討について（中間
報告）

四国地方整備局
大洲河川国道事務所 藤岡 大悟

新技術活用部門

賞名 課題名 所属 発表者

最優秀賞 横川ダム本体建設工事で取り組む新技術とコスト縮減 北陸地方整備局
横川ダム工事事務所 辻 隆宏

優秀賞 CSG工法におけるコンクリート廃材の活用と海岸樋門への応用について 中部地方整備局
静岡河川事務所 岩本 年正

優秀賞 自律移動支援プロジェクト実証実験環境整備について 近畿地方整備局
京都国道事務所 中川 寧子

優秀賞 低騒音舗装の機能維持装置検討 関東地方整備局
関東技術事務所 村上 大幹

優秀賞 超軟弱土砂とのたたかい～浚渫土砂の管中混合固化処理～ 北陸地方整備局
金沢港湾空港整備事務所 渡辺 朋洋

優秀賞 下田立体橋上部工事における交差点桁架設工法の変更について 北陸地方整備局
富山河川国道事務所 根本 信二

優秀賞 移動式振動スクリーンによるコスト縮減とリサイクルの効果について 近畿地方整備局
足羽川ダム工事事務所 斎藤 哲也
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１ はじめに

社会情勢の変化に対応し，持続可能（サスティ

ナブル）な都市を構築すべく，コンパクトな都市

構造への転換を図るため，都市交通分野では，輸

送効率や環境負荷，ユニバーサルデザイン等に優

れる公共交通のサービスを充実させ，その利用を

促進することがきわめて重要な課題となってきて

います。このような中，わが国においては，近

年，LRT※が注目されるようになってきました。

欧米においては，すでに１９６０年代より LRTの

導入が進んできており，特に車両や停留所のデザ

インに優れ，トランジットモールや P&Rを実施

しているフランス・ストラスブール等の事例は多

くのところで紹介されています（写真―１，

２）。

このような欧米における LRTを中心としたま

ちづくりの先進事例を参考に，これまでわが国に

おいては，数多くの都市において LRTの導入検

討が行われてきました。しかしながら，事業採算

性の確保，バスや鉄道等との連携，導入空間の確

保，沿線開発との連携，自動車交通との調和等の

問題から本格的な新規路線の導入は実現していな

「まちづくりと一体となった
LRT導入計画ガイダンス」

の策定について

国土交通省都市・地域整備局都市計画課都市交通調査室
まつうら としゆき

課長補佐 松浦 利之

写真―１ 停留場のデザイン

写真―２ トランジットモール
※LRT（Light Rail Transit）

従来の路面電車が高度化され，洗練された公共交通シ

ステムである。具体的には，車両の低床化などユニバー

サルデザインが徹底され，外観も美しくデザイン化され

るとともに，走行路も道路路面だけでなく地下や高架，

都市間鉄道乗り入れなど多様な空間を活用し速達性の向

上が図られるなど，より高度な公共交通サービスを提供

するためにさまざまな工夫が施されたシステムである。
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２

３

い状況です。

このような状況を踏ま

え，LRT導入計画づくり

に取り組む地方公共団体へ

の技術的助言として「まち

づくりと一体となった

LRT導入計画ガイダンス」

を策定し，昨年１０月１３日に

公表しました。

なお，ガイダンスの策定

に当たっては，学識経験

者，地方公共団体，軌道事

業者等からなる「まちづく

りと一体となった LRT導

入計画ガイダンス策定委員

会」（委員長：家田仁東京

大学大学院教授）を設置

し，平成１６年１１月の第１回

委員会開催以降，５回にわ

たり検討してまいりまし

た。さらに，実際にガイダ

ンスを利用することとなる

地方公共団体等への意見照

会も実施しました。

本稿では，ガイダンスの

概要について紹介します。

ガイダンスの概要

LRT導入計画を検討しようとする際には，交

通体系や土地利用等と積極的に連携・統合してい

く必要があると考え，「まちづくりと一体となっ

た LRT導入計画ガイダンス」という表題としま

した。すなわち，LRT導入の実現性を高めるた

めには，まちづくりと一体となって計画を立案す

ることが必要不可欠であり，そうしないと自動車

に過度に依存した現在においては，LRT導入は

困難と考えたためです。

このため，ガイダンスでは，第１章～第３章に

おいて LRTの特徴を整理した上で，特に第４章

に力点を置いてとりまとめました。

ガイダンスは５章構成となっており，目次は表

―１のとおりです。

ガイダンスのポイント

! 欧米における先進的な事例や国内での検討状

況等を踏まえ，LRT導入の実現化に向けた計

画のポイントを整理しました（表―２）。

" LRT導入計画の検討に際しては，はじめに

「まちづくりの目標設定」を行い，次に「具体

化に向けた施策パッケージの設定と評価」を実

施することとし，施策パッケージの設定に当た

っては，関連する「都市交通施策・まちづくり

施策・ソフト施策」との統合を図るという計画

表―１ 目次
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表―２ LRT導入計画のポイント

図―１ 導入計画づくりのフレームワークのイメージ

図―２ LRT導入を中心とした施策パッケージのイメージ
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づくりのフレームワークを提示しました（図―

１）。

! LRT導入計画と都市交通施策，まちづくり

施策，ソフト施策との結合を図った施策パッケ

ージを提示し，各施策について具体的な事例を

紹介して解説しています（図―２）。

" 施設計画や事業計画等の LRT導入計画に関

する実務的ノウハウを整理しました（表―３，

写真―３，図―３）。

# 数多くの国内外の最新事例を写真やデータで

紹介しています（図―４）。

表―３ LRT導入計画の検討項目

'路線計画 !路線計画の考え方
"地域に適した柔軟な路線選定

(導入空間 !LRTの基本諸元
"軌道敷設位置のバリエーション
#標準的な横断面構成
$導入空間確保のための創意工夫
%部分立体化

)停留場 !停留場間隔
"停留場配置
#停留場構造

*車両基地・変電設
備

!車両基地の役割と構成要素
"車両基地の空間確保の工夫
#変電設備

+都市環境に配慮し
たデザイン

!車両デザイン
"センターポール
#停留場デザイン
$芝生軌道
%樹脂固定軌道
&「まち側」との連携

,運行計画 !計画すべき項目
"運行計画検討上の留意点

-需要予測 !需要予測への取り組み方
"予測モデル

.事業採算と運営計
画

!LRTの事業採算の検討手順
"現行の LRTに関する助成制度
#柔軟な運営計画の検討

写真―３ 高知（土佐電鉄）のセンターポール

図―３ 国の LRTに関する助成制度
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図―４　LRT導入前後の道路空間構成の比較�

出典：フランス　ストラスブール市資料�
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４ おわりに

「まちづくりと一体となった LRT導入計画ガ

イダンス」の概要について紹介させて頂きました

が，ガイダンスが地方公共団体等における LRT

導入，まちづくりの目標達成の一助となれば幸い

です。

なお，ガイダンスの入手に当たっては，国土交

通省ホームページ（http : //www.mlit.go.jp/crd/

tosiko/）からダウンロードするか，社団法人日

本交通計画協会から印刷物を発行しておりますの

で当該協会にお問い合わせてください。

さいごに，ガイダンスの作成に当たって，家田

委員長をはじめとする検討会の委員の方々，貴重

なご意見をいただきました地方公共団体の皆様方

に心から感謝申し上げます。
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